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  別紙  

 

現状と今後の対応 

 

（１）現状 

 降水量（秋ヶ瀬地点上流域平均）の状況 

 １月の降水量は１０mm（平均値に対する割合３５％） 

 ２月の降水量は２４mm（平均値に対する割合５９％） 

 ３月の降水量は９７mm（平均値に対する割合１３９％） 

 ４月１８日までの累加降水量は２８mm（４月の累加降水量の平均値は９５mm） 

 荒川４ダムの貯水状況（４月１９日０時現在） 

 貯水量は同時期の平均貯水量を上回っています。 

 貯水量９，８２１万 m3、貯水率 68％、平均値に対する割合 101％ 

 

（２）今後の見通し 

 気象庁発表の気象情報（１ヶ月予報；４月１３日から５月１２日までの天候見通し）

によると、向こう１ヶ月の降水量は「平年並」の確率が４０％となっています。 

 荒川４ダムの貯水量は平年を上回っていますが、これからは水需要の多い時期とな

ることから、今後の降雨状況によっては、ダムの貯水量が不足することも考えられ

ます。 

 

（３）今後の対応 

 今後は、荒川流域の降雨状況、農業用水や都市用水の水利用を十分考慮して、既存

施設等を広域的かつ効果的に活用し、きめ細かい運用を行っていきます。 

 荒川ダム群の貯水量や降水量の状況等の情報提供を引き続き、積極的に行っていき

ます。 

 荒川水系渇水調整協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力

を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行

っていきます。 
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荒川ダム群等の現状と今後の見通しについて 
 

 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
滝沢ダム(平成３１年４月１６日撮影） 

 
 
 
 
 
 
 
 

平成３１年４月２３日 

 
 
 

関 東 地 方 整 備 局                  

 
 

平成３１年度 第１回荒川水系 

渇水調整協議会（春季定例会） 
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1. 荒川４ダム等の現状 
 秋ヶ瀬地点上流域平均降水量の状況（平成３１年４月１８日までの降水量） 

《平成 30 年》 

９月の降水量は、前線性降雨や台風の影響で 340mm と平均値より 105 ㎜多い降水量とな

りましたが、10 月、11 月は平均を大きく下回る少雨となり、特に 10 月の降水量は、平均

値の３割程度となりました。 

 

《平成 31 年》 

平成 31 年に入ってからも、１月、２月は平均値を下回りましたが、３月は平均値を大き

く上回る降雨がありました。 

なお、４月の降水量は、18 日までの累加で 28mm となっています。（４月の月間平均値は

95mm）（図－１、表－１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量 

 

表－１ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（平成 31 年４月 18 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※■：荒川取水制限実施月（一時緩和含む） 秋ヶ瀬地点上流域面積:2.021kmm2 

単位(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘      要

昭和62年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975 利根川・荒川夏渇水

平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657 利根川・荒川夏渇水

平成４年 26 15 118 136 117 250 87 177 63 285 52 29 1,355 荒川夏渇水

平成５年 82 34 37 44 76 186 275 276 204 112 113 25 1,464 荒川夏渇水

平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191 利根川・荒川夏渇水

平成７年 24 25 111 44 129 239 177 109 180 73 24 0 1,135 荒川夏渇水

平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965 利根川・荒川冬夏渇水

平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055 利根川・荒川冬渇水

平成13年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657 利根川夏渇水

平成24年 36 54 93 86 257 217 102 65 245 93 54 33 1,335 利根川夏渇水

平成25年 35 18 37 152 36 172 94 77 238 327 17 46 1,249 利根川夏渇水

平成28年 75 53 74 72 44 119 90 462 247 31 87 60 1,414

平成29年 24 10 73 67 67 70 218 263 138 488 13 7 1,437 荒川夏渇水

平成30年 27 17 160 53 124 118 200 184 340 44 21 24 1,312

平均値
(S40-H30)

35 41 70 95 115 162 183 215 235 149 60 32 1,392

平成31年 10 24 97 28 159

平均値に対

する割合(%)
29 59 139 29 12
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 荒川４ダムの貯水状況等（平成 31 年４月 19 日０時現在） 

《平成 30 年》 

５月 17 日に約１億２，０００万 m3（貯水率 79%）の貯水量となり、その後、洪水調節

容量の確保とともに補給を行い、10 月以降は約８，７００万 m3 の貯水量で推移しまし

た。 

 

《平成 31 年》 

平成 31 年の１月、２月の少雨を受け、補給を開始しましたが、３月の降雨を受け、平

成 31 年４月 19 日０時の貯水量は９，８２１万 m3、貯水率 68％（貯水量の平均値（平成

22 年～平成 30 年）に対する割合は 101％）となっています。（表－２、図－２参照） 

表－２ 荒川４ダム貯水量（平成 31 年４月 19 日０時現在） 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 

（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日

） 

二瀬ダム ２，０００ １，０６７ ５３ －１３ 
滝沢ダム ５，８００ ３，７１６ ６４ －１ 
浦山ダム ５，６００ ４，０３５ ７２ ２ 

荒川貯水池 １，０２０ １，００３ ９８ １１ 

４ダム合計 １４，４２０ ９，８２１ ６８ －１ 
 

４ダム合計の平均値 
（平成22年～平成30年） 

 
９，７４９ 

（平均値に対する割合 
１０１％） 

※有効容量は、常時満水容量 

※貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合 

※前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダム

に水を貯留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流し

ている状況です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 荒川４ダム貯水量図（平成 31 年４月 19 日０時現在） 
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 荒川第一調節池浄化施設の運用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 荒川貯水池及び浄化施設による利水補給 

 

平成 31 年１月 11 日から４月 18 日までに約 663 万 m3（42 日間）の補給をしています。 

（図－４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 荒川第一調節池浄化施設の運用状況 

 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

1⽉1⽇ 2⽉1⽇ 3⽉1⽇ 4⽉1⽇

⽇
平
均
補
給
量
（
m
3
/s
）

施設規模2.0m3/s

浄化施設補給量



5 

２．今後の見通し 
（１）気象予報 

平成 31 年４月 11 日気象庁発表の関東甲信地方の１か月予報(４月 13 日から５月 12 日までの

天候見通し)によると、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多く、向こう１ヶ月

の降水量は「平年並」の確率が 40％となっています。また、３月 25 日気象庁発表の３か月予報

(４月から６月までの天候見通し)によると、４月の天気は数日の周期で変わり、平年に比べ晴れ

の日が少なく、降水量は「平年並」または「多い」確率が 40％となっています。５月の天気は数

日の周期で変わり、降水量は「多い」の確率が 40％となっており、６月は平年に比べ曇りや雨の

日が少なく、降水量は「少ない」または「平年並」確率がともに 40％となっています。 

なお、２月 25 日気象庁発表の暖候期予報（６月から８月までの天候の見通し）によると、６月

から７月は平年と同様に曇りや雨の日が多く、その後は平年に比べ晴れの日が少なく、降水量は

「多い」確率が４０％となっています。 

 

１か月予報（平成 31 年４月 11 日発表）    

     
 

３か月予報（平成 31 年３月 25 日発表） 

     
 

暖候期予報（平成 31 年２月 23 日発表) 

〈夏(６月～８月)の気温、降水量の各階級の確率(％)〉 

   



関東地方の主要な河川と水資源開発施設

管理者 荒川水系

直轄 二瀬、荒川調節池

水機構 浦山、滝沢
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